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目黒寄生虫館

　読者 の 皆さ ん は こ の 目黒寄生 虫館を ご存知で

し ょ うか ？　 こ こ は寄生虫だ けを展示 して い る世

界で 唯
一

の ユ ニ
ー

ク な博物館で す 。 寄生虫を 扱う

研究者が こ こ に行 っ て い な い とな れば， もぐりで

あ ると い うくら い に
一

度は足 を運 ん で もらい た い

博物館な の で す （図 1）。

　 目黒寄生虫館 は， 1953 年 に寄生 虫研 究者 と し

て 有名な 医師の 故亀谷了博士が 私財を投入 して 設

立 さ れ ま した 。 そ の 翌 年 に は 財 団法人 の 許可 を

得， 1992 年 に は今の 6 階 の 建物 に改築され ま し

た 。 そ して 近年で は 2001 年 に 登録 博物館 の 許可

を得 て 現在 に 至 り ます。今回紹介 す る理 由は，

2008 年 の 10 月 に 展 示 物 の 照 明 を 改 め て リ

ニ ュ
ー

ア ル した か らで す 。 現在 の 館長は町 田昌昭

博上 （元国立科学博物館）で ，館長あい さ つ に 代

え て ， 寄生虫館 の 紹介を そ の まま掲載 しま す 。

　『皆 さ ん は寄生虫 に っ い て どの よ うな イ メ ー ジ

図 1．寄生虫館全景

を お持ち で し ょ うか 。 「き もち の わ る い もの 」「こ

わい もの 」 と い っ た イ メ ージを思 い 浮か べ るか も

しれ ませ ん 。
こ の 地球上 に生息す る動植物は互 い

に無関係に生活 して い る の で は な く， 直接あ る い

は間接 的 に 関連 を も っ た生活 を して い ます 。

“
寄

生
”

もそ の よ うな関係の
一

っ で す 。 寄生虫はほか

の 動物か ら 「住み 家」 と 「食 べ 物」 を もら っ て 生

活 して い ます 。 で すか ら普通 ， 貸主 へ の 害を少な

くす る よ うに 進化 します 。 も し寄生虫 が貸主 に 大

きな影響を及 ぼせ ば，自分 も生 き残れ な くな りま

す の で ，影響 を少な くす る よ うな生 き方に進化 し

て きま した 。 で も例外は あ ります 。
マ ラ リア や住

血吸虫 の よ うに致命的な害を およ ぼす こ と の あ る

寄生虫も少数 なが ら存在 します 。 寄生虫 は 「こ わ

い もの 」 と思 わず に
， まずそ の 不思議で 巧み な 生

き方を知 っ て くだ さ い 。 」

　 っ ま り，私た ちの 学会で も関係は無い とは言え

な い の で す 。 事実 ，
マ ラ リ ア な ど は 蚊が媒介 しま

す し，虫が中間宿主 にな る こ とも多 い の です。少

し変わ っ た見方をす る と ， 身近 な害虫類 ， 例 えば

チ ャ
バ ネ ゴ キ プ リや ク マ ネズ ミ も人 に寄生 して い

る と考え て も間違 え で は無 い と思 い ます 。 是非，

上 日 も開館 して い ます し ， 無料で す （い くらで も

か ま い ませ ん 、 寄付 して もらえ る と助か る と思 い

ます）。

一
度 ， 寄生虫 の 勉強に来て は い か が で しょ

うか ？　 何 か有害生物を 研究す る と きの ヒ ン トに

な るか も しれ ま せ ん 。

　 来館 に 関 して ，事業内容を紹介す る と，

  　研究活動 ：寄生虫の 生活の し くみ を解明す る

　　た め
， 分類 ・ 形態学の手法 を用い て 研究 して

　　 い ます 。 また ， 外部機関と の 共同研究に も参

　　加 し，そ の 成 果 は 関連学 会 に 発表 して い ま

　 　 す 。

  　展示解説 ： 1 階 で は寄生虫の 概念 を解説 。
ロ

　 　 ゴ マ
ー

ク とな っ た フ タ ゴ ム シ も陳列 され て い

　　 ます。
2 階で は 代表的な寄生虫の生活史を 中

　　心 に ， 多数の 液浸標本を 陳列 して い ます 。 こ

　　の 中で の 日玉 は 8．8m の サ ナ ダ虫で そ の 大 き
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　　さ に驚か され ます （図 2， 3）。

  教育普及 ： 夏休み な どを利用 して ， 身近 な寄

　　生虫に ま っ わ る体験学習会や講演会を開催 し

　　 て い ます 。

  　標本収集 ・整理 ・保存 ： 地下資料室 に は標本

　　約 45000 点 （うち模 式標本 1500 点），図書

　　6000 冊 ， 論文別刷約 50000 部が所蔵され て

　　 い ま す 。

  　標本販売 ： 教育 ・研究機関 の 皆様に限 り， 寄

　　生虫卵や プ レ パ ラ
ー ト標本を販売 して お りま

図 2． 世界最長 の サ ナ ダ ム シ

図 3．展示室

　　す 。

  出版活動 ： 定期刊行物 「む しは む しで も は ら

　　の む し通信」 ・専門書 「日本に おけ る寄生虫

　 　学 の 研究」 な ど出版物 も販売 して い ます 。

  　 グ ッ ズ販 売 ： 展 示 室 2 階 の ミ ュ
ー ジ ア ム

　　 シ ョ ッ プ に て オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ ・寄生虫関連

　　図書等を販売中で す 。

　 オ リ ジ ナ ル デ ザ イ ン の T シ ャ ッ は 全 7 種類 。

中で も T シ ャ ッ か ら浮 き出る加工 が 施さ れ た サ

ナ ダ ム シ の リ ア ル さ は格別で す 。 また，小 さな寄

生虫の 細か い 体内を緻密に 描か れ た柄 も シ ン プ ル

なが らイ ン パ ク トが あります 。 また， シ ョ ッ プ の

一一
番人気は本物の 幼虫が 中に 入 っ た寄生虫キ

ー
ホ

ル ダー
。 当館の 研究員が実際に採取 した 幼虫が 封

入され て い ます。 標本瓶や フ タ ゴ ム シ の 写真を か

た ど っ た標本 シ ール や ス ト ラ ッ プ も入気で す 、 そ

の ほ か絵葉書 ・ 定規な ど多種多様な商品 を取 り揃

え て お ります 。 特 に こ こ の シ ン ボ ル で ある フ タ ゴ

ム シ グ ッ ズ は カ ッ プ ル に人気 の 商品で す 。

　興 味が あ れ ば 1，2 階 の 展示室以 外に も 3 階に

上 が る と研究室が あ ります 。 こ こ に は町 田館長，

荒水研究員 ， 巖城研究員な どが 日夜寄生虫の 研究

を して い ます 。 お声 を か ける と気 さ くに 寄生虫の

解説を して もらえ ます 。

　 な お，特別展 と して ，来年 4 月 26 日 よ り 9 月

ま で 「日本 の ゴ キ ブ リ， 世界 の ゴ キ ブ リ展 （仮

称）」が 半年 に わた り開催されます 。 本学会員の 富

岡康浩氏 （イ カ リ消毒株式会社）， 小松謙之氏 （株

式会社シ ー
ア イ シ ー）の 貴重な 標本が 展示さ れ る

予定で す 。
ゴ キ ブ リの イ メ

ージ が大き く変わ る展

示 にな りそ うです の で ，是非 こ の 機会 に訪 れて み

て 戴 きた い と思 い ます 。
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図 4．地 図 （目黒駅 よ り徒歩 12 分）
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住所 ： 153−0064 　東京都目黒 区下目黒 4・1・1

　　　TEL ： 03− 3716− 1264（音声案内）／

　 　 　FAX ：03−3716 −2322

地図 ： （図 4）

開館日 ・時間

　　開館時間 ： 火曜 日〜
日曜 日　午前 10 時 〜 午

　　後 5 時 （祝祭 日 も開館）

休館日 ： 月曜日 （月曜が祝祭 日 の場合は 開館

し 、 直近 の平 日休館）

入館料 ： 無料 （募金箱を設置 して い ます）

　（イ カ リ消毒（株）　技術研究所　谷川　力）
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